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看護外来って
何？ 看護外来とは、それぞれの分野において専門的な知識・技術をもった専門看護師や認定看護師が、

患者さんやご家族からの相談を受けたり、指導、ケアなどを行う外来のことです。看護外来を行うには、

まず医師の診察が必要になります！

　糖尿病治療は、食事療法、運動療

法、薬物治療が３本柱ですが、どの治

療も日々の生活に密着した治療です。

そのため継続して行うことに困難を感

じている方もいらっしゃいます。何か

のイベントがあったり、強いストレスを

感じた時に糖尿病管理が難しいと感

じることはごく自然なことです。

　しかし一方で血糖値が高い状態が

続くと、糖尿病合併症が心配なのも事

実です。患者さんとご家族が糖尿病と

うまく折り合いをつけ生活調整ができ

るように、病棟・外来スタッフとともにサ

ポートしていきたいと考えています。

◆糖尿病透析予防指導外来

　外来では、糖尿病合併症の１つで

ある腎症の悪化、透析導入を予防す

るために糖尿病透析予防指導外来を

行っています。そして９月より新たに

自己注射をされている患者さんを対

象に、自己管理のサポートをするため

の糖尿病療養相談外来を開設しまし

た。糖尿病を抱え生活する中で、心

配な事や困っていることはありません

か。ぜひご相談ください。

　また、糖尿病や下肢の血流不足な

どから起こる足のトラブル予防の相談

窓口として、フットケア外来を2015年

秋頃から開設する予定です。
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◆糖尿病療養相談外来
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予約制です。
医師の診察が必要になりますので､
ご希望の⽅は糖尿病内科医にご相
談下さい。

予約

糖尿病看護認定看護師
Diabetes Nursing

　感染管理認定看護師とは、患者さ

んやそのご家族、面会者、医療従事

者やその他の職員、そして地域全体

も含めた方々を感染症から守る役割

を担っています。そのため、感染症の

発生や拡大を抑えるために、病院内

に限らず、地域を含めた感染症発生

動向を常に注視するとともに、看護師

だけでなく、医師や薬剤師、検査技

師など他の医療職とも連携し活動し

ていかなければなりません。

　日々、更新される国内外の感染症

の流行状況に応じ、病院内で行わな

ければならないことを検討し、行うべき

感染症対策については医療職への

周知徹底はもちろん、来院される方

へも協力していただけるよう、活動し

ていきたいと思います。

　さらに地域活動として、具体的な感

染症対策やワクチン接種に関すること

などの教育活動も行っていますので、

ご要望がございましたらお気軽にお
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問い合わせください。

　身近な感染症であるインフルエンザ

や、感染性胃腸炎、院内での感染原

因として大きな問題となる抗菌薬が効

かない薬剤耐性菌への対応など、感

染症対策に終わりはありません。病院

の状況にあった感染症対策を行うとと

もに、地域全体も考慮した感染症対

策を行い、皆さんが安心して神鋼病

院にお越しいただける環境を作って

いきたいと思います。
感染対策訓練中

感染管理認定看護師
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看護外来の利
⽤⽅法 看護外来を利用するには、まずは医師の指示を必要とする場合があります。希望される方は、まず

主治医や担当医師にご相談ください。なお、『がん相談支援室』と『乳がん相談』は医師の診察なし

で利用できますので、直接病院代表電話にお問い合わせください。

　みなさんは脳卒中（脳梗塞・脳出

血・くも膜下出血）が増加傾向にある

ことや、「脳卒中は予防できる病気」で

あること、「脳卒中がどんな病気」なの

かをご存知ですか？

　脳卒中の発症は突然で、意識障害

や運動機能障害を伴うことも多く、今

後の生活にも大きく影響する病気で

す。脳卒中を予防するためにはまず、

自分自身の生活習慣を知り、見直す

ことが大切です。

　生活習慣病からおこる肥満、高血

圧、高脂血症、糖尿病はどれをとって

も動脈硬化につながります。動脈硬

化は動脈にコレステロールや中性脂

肪などがたまって血液の流れが悪く

なり、脳卒中の大きな原因となる病気

です。

 私の役割は脳卒中を起こしてしまっ

た患者さんを寝たきりにさせず、早期

からリハビリテーションが行える体力

づくりを支援しながら、「起こしていく

看護」を提供することです。人の生活

は「起きる」ことが大切で、「起きる」こ

とからまた新たな生活への拡大につ

ながってきます。

　また、脳卒中の初期症状を少しでも

みなさんが知っておくことで早期発

見・治療につながりますので、専門的

知識をもとにみなさんへ情報提供をし
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ていくことが私の役割です。

　患者さんの持つ「回復への可能性」

を信じ、多職種・チームで行うリハビリ

テーション看護を提供していきたいと

思います。

脳卒中リハビリテーション看護認定看護師
Stroke Rehabilitation Nursing

　日本では、乳がんにかかる女性は

約15人に1人（年間に約6万人）と

年々増加しており、発症のピークは40

～50歳台で家庭や職場で社会的役

割を担う世代です。

　乳がんの告知を受けた患者さんは、

精神的につらい時期に、術式や薬物

療法（化学療法・ホルモン療法）・放

射線治療・乳房再建術の有無や時期

など、短期間で多くの選択をしなけれ

ばならなくなり、医師からの説明だけ

では十分に理解できないこともありま

す。そのような場合に、乳がん看護認

定看護師として医師の説明を補足し

たり、それぞれの治療についての情

◆リンパ浮腫外来

報提供を行い、安心して治療を受け

て頂けるようサポートしています。

　その他にも、治療の副作用や、がん

再発への不安、ボディイメージの変

化、セクシャリティ、手術後の下着の

選択、育児、仕事、家庭、経済面な

ど、多種多様な困難を抱える患者さ

んやご家族に対するサポートもしてい

ます。

　リンパ浮腫外来は医師の診察が必

要になりますので、ご希望の際は形

成外科担当医師にご相談ください。

また、乳がん相談の予約は形成外科

受付で行っていますので、乳がん看

護認定看護師をご活用ください。
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◆乳がん相談
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リンパ浮腫外来は・乳がん相談とも
に予約制です。ご希望の⽅は形成外
科受付にてお申し込みください。
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